
名古屋工業大学 服部 博文，保浦 知也，稲川 陽介

ガソリン燃焼チーム クラスター大学28 (冷却損失低減班)

主な成果

目 的

研 究 方 法

HINOCAでエンジン熱損失をより正確に予測するため，新たな乱流熱伝達モデルを構築する

• エンジン筒内の乱流熱流動場の素過程をモデル化した
様々な複雑乱流熱伝達場の直接数値計算（DNS）

• DNSデータによる乱流熱伝達モデルの予測精度検証

マルチタイムスケール乱流熱伝達モデルの開発
～HINOCAの予測精度向上にむけて～

• エンジン筒内熱流動現象の素過程場における予測精度の検証
• 壁面近傍の乱流熱伝達現象の理解
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• 乱流熱伝達場を支配する様々なタイムスケールを組込んだ新たな乱流

熱伝達モデルを構築した．

• 本モデルにより，乱流温度混合場や壁面噴流場の予測精度が向上した．
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エンジン筒壁上の熱流束を見積るため
の重要な乱流量を適切に予測
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LES_AWF_MTS,C=8.0
-0.1～0.8MW/m2

LES版MTS乱流熱伝達モデルによるエンジン筒内の熱流束の予測
（HINOCAへの実装と計算は，広島大学尾形先生による）

HINOCAへの組込み 成果：DNSより壁面までの詳細な乱流熱伝達場に
おける統計量を取得し、提案したマルチタイムスケー
ル(MTS)乱流熱伝達モデルの予測精度を，その
DNSデータから比較・評価し，予測精度向上を達
成した．


